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講演者プロフィール
Mark Changizi（2AI Labs 共同代表）
　1997年，メリーランド大学大学院博士課程修了。博士（応用数学）。カリフォルニア工科大学理論神経生物学
の特別研究員，レンスラー工科大学認知科学学部の助教授を経て，2010年より現職。理論生物学者として，進化
という視点から人間の知覚や行動を説明した彼の理論は大きく注目をされてきた。彼の興味は視覚から音楽や言
語，人間の指紋までと実に幅が広く，数多くの学術論文と著書を発表している。著書のうち，『The vision 
revolution』は，全世界80万人に読まれる科学雑誌「New Scientist」の2009年度ベストブック第1位に，『Harnessed』
は2011年度ベストブックのひとつに選出された。また，これらは日本語，韓国語，ドイツ語に翻訳され，世界的に
注目を集めている。
≪主な論文・著作≫
Changizi, M. A.（2009）．The vision revolution. Dallas, TX; BenBella Books Inc. ／柴田裕之（訳）ひとの眼，
驚異の進化：4つの凄い視覚能力があるわけ　インターシフト
Changizi, M. A.（2011）．Harnessed: How Language and Music Mimicked Nature and Transformed Ape to Man. 
Dallas TX; BenBella Books Inc. ／中山 宥（訳） <脳と文明>の暗号 言語・音楽・サルからヒトへ　講談社
Changizi, M. A., Zhang, Q., & Shimojo, S.（2006）．Bare skin, blood, and the evolution of primate color vision. 
Biology Letters, 2, 217-221.
Bruno Laeng（オスロ大学 教授）
　1993年，ミシガン大学大学院博士課程修了。博士（心理学）。ゲルフ大学博士研究員，ハーバード大学博士研
究員，トロムソ大学准教授・教授を経て，現職。認知神経心理学を専門とし，脳画像計測，眼球運動や瞳孔反
応の測定，行動実験など，さまざまな手法を駆使して脳と行動や知覚の関連について研究を行っている。研究対
象は，錯覚や空間の知覚など基礎的な過程から，異性の魅力や音楽など幅広い。
≪主な論文・著作≫
Laeng, B. & Sulutvedt, U.（2014）．The Eye Pupil Adjusts to Imaginary Light. Psychological Science, 25, 188-
197.
Laeng, B. & Endestad, T.（2012）．Bright illusions reduce the eye’s pupil. Proceedings of the National 
Academy of Science of the United States of America, 109, 2162-2167.
Laeng, B., Sirois, S., & Gredebäck, G.（2012）．Pupillometry: A Window to the Preconscious? Perspectives on 
Psychological Science, 7, 18-27.
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小田　亮（名古屋工業大学 准教授）
　1996年，東京大学大学院理学系研究科博士課程修了。博士（理学）。京都大学霊長類研究所教務職員，名古
屋工業大学講師などを経て現職。専門は自然人類学，比較行動学。霊長類を対象に心と行動の進化について研
究している。利他性やパートナー選択など，社会的な行動の進化に関する多くの業績がある。
≪主な論文・著作≫
Oda, R., Shibata, A., Kiyonari, A., Takeda, M., & Matsumoto-Oda, A.（2013）．Sexually dimorphic preference 
for altruism in the opposite-sex according to recipient. British Journal of Psychology, 104, 577-584.
Oda, R., Niwa, Y., Honma, A., & Hiraishi, K.（2011）．An eye-like painting enhances the expectation of a good 
eputation. Evolution and Human Behavior, 32, 166-171.
小田亮（2011）．利他学　新潮選書
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